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嘉　山　安嘉安安
部根　田　部　田　田

嘉貿青嘉章章
隆　吉風陸生生

西　原　安

畑　田　田

芳　青
実逸風

報

(
昭
和
四
十
二
年
九
月
よ
-
昭
和
四
十
三
年
八
月
ま
で
)

〇
十
月
一
日
　
第
十
一
号
〝
会
報
″
発
行
｡

〇
十
一
月
九
日
　
秋
の
文
学
散
歩
｡
二
回
生

が
西
畑
先
生
'
半
田
助
手
と
共
に
飛
鳥
方

面
へ
行
っ
た
｡

〇
十
一
月
二
十
二
日
　
文
学
散
歩
｡
三
回
生

が
安
田
先
生
引
率
の
も
と
に
幻
住
庵
･
石

山
寺
･
義
仲
寺
を
散
策
｡

〇
十
一
月
二
十
五
日
　
第
七
回
国
文
学
会
総

会
｡講

演
･
源
氏
物
語
論

大
阪
女
子
大
学
教
授
　
玉
上
琢
弥
先
生

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

〝
女
子
大
生
の
就
職
に
つ
い
て
〃

在
学
生

〇
一
月
二
十
五
日
　
卒
業
論
文
発
表
会
｡
四

回
生
は
例
年
ど
お
り
卒
業
論
文
に
つ
い
て

テ
ー
マ
の
選
択
理
由
'
内
容
概
略
'
感
想

等
を
発
表
｡

〇
一
月
二
十
七
日
　
臨
時
国
文
学
会
評
議
委

員
会
｡

0
1
月
二
十
八
日
　
文
学
散
歩
｡
四
回
生
が

安
田
･
原
田
･
竹
内
先
生
'
山
田
助
手
の
引

率
の
も
と
に
名
古
屋
方
面
へ
一
泊
旅
行
｡

〇
二
月
二
十
四
日
　
予
餓
会
｡

〇
三
月
十
八
日
　
大
阪
国
際
ホ
テ
ル
で
謝
恩

会
が
催
さ
れ
た
｡

〇
三
月
十
九
日
　
昭
和
四
十
二
年
度
卒
業

式
｡
獄
恭
子
ほ
か
五
十
九
名
が
卒
業
｡

〇
三
月
二
十
三
日
　
安
田
･
竹
内
両
先
生
謝

恩
会
｡
専
任
を
お
ひ
さ
に
な
る
両
先
生
を

む
か
え
'
学
校
に
お
い
て
謝
恩
会
が
催
さ

れ
た
｡

〇
五
月
九
日
　
四
十
三
年
度
新
二
回
生
1
〇

七
名
の
歓
迎
会
を
お
こ
な
っ
た
｡

〇
五
月
十
五
日
　
春
の
文
学
散
歩
｡
例
年
ど

お
り
二
回
生
が
葵
祭
を
見
学
'
の
ち
平
安

博
物
館
へ
行
-
0

〇
六
月
十
二
日
　
万
葉
文
学
散
歩
｡
三
回
生

が
原
田
･
嘉
部
先
生
'
獄
助
手
と
共
に
大

宇
陀
･
長
谷
寺
方
面
を
散
策
｡

〇
六
月
十
日
～
二
十
二
日
　
教
育
実
習
｡
四

回
生
六
十
九
名
が
樟
蔭
高
校
･
中
学
及
び

他
校
に
わ
か
れ
て
実
習
｡

〇
六
月
二
十
七
日
　
第
十
回
国
文
学
会
評
議

委
員
会
｡
会
報
の
発
行
'
記
念
品
代
'
研

究
談
話
会
'
総
会
等
に
つ
い
て
協
議
｡

昭
和
四
十
三
年
度
講
義
題
目

国
文
学
概
論

国
文
学
史
概
説

国
文
学
研
究

和
歌
史
論

中
世
歌
人
論

西

　

　

鶴

近
代
短
歌

近
代
小
説

森
鴎
外

国
文
学
講
読

万
葉
集

購
輪
日
記

新
古
今
集

久

保

　

　

重

原
田
　
芳
起
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千博　幸和
秋子　子代

平
家
物
語

謡

　

曲

花

　

鏡

俳

　

譜

･
浄
瑠
璃

蕪

　

村

国
文
学
演
習

源
氏
物
語
･
若
菜

源
氏
物
語
･
乙
女

紫
式
部
日
記

更
級
日
記

山
家
集

建
礼
門
院
右
京
大
夫
集

狂

　

言

国
語
学
概
論

国
語
学
史
概
説

国
語
法
概
論

国
語
表
現
論

詰
し
こ
と
ば

国
語
科
教
科
教
育
法

久

保

.

蛋

竹
内
美
千
代

久

保

　

　

重

原
田
　
芳
起

安
田
.
草
生

原
田
　
芳
起

西

畑

　

　

芙

原
田
　
芳
起

鈴
木
　
1
男

島
田
　
勇
雄

竹
内
美
千
代

山
上
-
チ
子

鈴

木

一

男

堀
辰
雄
｢
菜
穂
子
｣
論

芭
蕉
七
部
集
研
究

和
泉
式
部
日
記
の
研
究

物
語
性
に
つ
い
て

菊
池
寛
の
研
究

近
松
門
左
衛
門

萩
原
朔
太
郎
一
考
察

『
月
に
吠
え
る
』
中
心
に

と
は
ず
が
た
膏

1
愛
を
中
心
に
-

購
輪
日
記
｢
成
立
論
｣

森
鴎
外
　
高
瀬
舟
論

曽
根
崎
心
中

方
丈
記
の
精
神

小
林
一
茶
論

谷
崎
潤
一
郎
の
研
究

西
行
法
師
小
論

中
島
教
諭

宮
沢
賢
治
論

井
上
　
礼
子

石
山
恵
美
子

岩
崎
　
倭
子

植
田
　
充
子

小
野
美
津
子

大
江
　
英
子

大
川
　
博
子

大
嶋
　
敏
子

片
山
加
代
子

川
崎
　
祥
子

木
谷
　
明
代

喜
多
　
曜
子

岸
本
　
淳
子

岸

本

　

　

節

熊
谷
　
和
子

佐
藤
　
智
子

立
原
道
造
論

平
家
物
語
研
究

平
清
盛
像
形
象
考

樋
口
一
葉
研
究

加
藤
道
夫
ノ
ー
ト

三
島
由
紀
夫
論

夏
目
淑
石
論

騎
蛤
日
記
考

徳
富
盛
花
論

斎
藤
茂
吉
論

堀
辰
雄
と
王
朝
小
説

与
謝
野
晶
子
論

第
五
歌
集
『
舞
姫
』

三
部
　
安
子

末
原
久
仁
子

杉
田
･
玲
子

杉
原
　
和
子

杉
本
　
陽
子

芹
川
　
暁
子

田
村
　
愛
子

高
木
　
啓
子

高
木
実
紗
子

高
須
賀
和
江

捺

　

　

恭

子

｢
笈
の
小
文
｣
そ
の
俳
句
と
芭
蕉寺

井
　
信
恵

購
蛤
日
記
研
究
　
　
　
　
　
土
肥

多
寿
子

近
松
門
左
衛
門

『
女
殺
油
地
獄
』
の
考
察
　
豊
島
　
智
子

奥

の

細

道

　

　

　

　

　

　

　

長

尾

慧

津

子

詩
人
島
崎
藤
村
論

詩
か
ら
散
文
へ
の
移
行
を
中
心
に

佐
藤
雄
美
子

瀬
石
研
究
『
そ
れ
か
ら
』
に
つ
い
て

野
田

昭
和
四
十
二
年
度
卒
業
論
文
題
目

竹
取
物
語
研
究

秋
野
　
敏
子

額
田
王
論

伊
勢
物
語
研
究

酒
井
喜
代
子

沢
田
ア
サ
子

菅
原
孝
標
女
論

一
葉
随
筆
と
徒
然
草
の
関
係

近
松
の
女
性

野
田

橋
詰

浜
口
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太
田
垣
蓮
月

1
人
と
そ
の
歌
に
つ
い
て
-
林
　
美
恵
子

『
野
ざ
ら
し
紀
行
』
の
発
句
に
お
け
る

芭
蕉
の
俳
墳
推
移
に
つ
い
て
の
1
考
察

林

　

洋

子

谷
崎
潤
一
郎
文
学
研
究

堤
中
納
言
物
語

鴨
長
明
研
究
-
長
明
の
人
間
像

古
井
　
弘
美

逸
見
美
津
子

枕
草
子
に
あ
ら
わ
れ
る
自
然
描
写
に

若
山
牧
水
研
究

中
原
中
也
の
世
界

方
丈
記
に
関
す
る
一
考
察

申
勘
助
研
究

広
瀬
　
正
美

広
部
美
智
子

藤
井
美
智
子

藤
岡
　
充
子

島
崎
藤
村
論

夏
目
漸
石
論

佐
藤
春
夫
の
研
究

上
代
歌
謡
仏
足
石
歌
の
考
察

更
級
日
記
作
家
論

松
本
億
美
子

松
本
登
代
子

丸
山
　
淑
子

見
浪
　
糸
子

椋
　
　
信
子

望
月
　
和
子

つ
い
て
の
一
考
察

道
綱
母
と
購
輸
日
記

芥
川
龍
之
介
論

新
生
論

竹
取
物
語
研
究

柿
本
人
麻
呂
の
研
究

林
芙
美
子
研
究

八
木
　
英
美

山
川
　
寿
恵

山
乎
あ
さ
子

横
山
　
寿
美

能
方
芙
妙
子

吉
田
　
里
子

鷲
尾
　
礼
子

…

…

…

｡

…

…

…

≡

一

受

　

贈

跡
見
学
園
国
語
科
紀
要
一
六

跡
見
学
園
国
語
科
研
究
会

香
椎
潟
　
第
三
一
号

福
岡
女
子
大
学
国
文
学
会

学
苑
　
四
二
年
九
月
'
十
月
'

図
　
書
<
昭
和
四
十
二
年
十
月
～
同
四
十
三
年
九
月
∨

二
月
､
四
三
年
一
月
'
二

月
'
五
月
'
六
月
'
七
月
'
八

昭
和
女
子
大
学
内
光
葉
会

学
術
研
究
　
〓
ハ
号

早
稲
田
大
学
教
育
学
部

学
大
国
文
　
第
二
号

大
阪
教
育
大
学
国
語
国
文
学
研
究
室

紀
要
　
第
一
巻
第
二
号

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学

金
城
国
文
　
三
八
㌧
三
九
'
四
〇

金
城
学
院
大
学
国
文
学
会

甲
南
国
文
　
第
一
四
号
へ
一
五
号

甲
南
女
子
大
学
国
文
学
会

国
学
院
雑
誌
　
四
二
年
七
月
'
八
月
'
九

月
'
1
0
月
'
二
月
〓
1
㌧
　
四
三
年
1

月
'
二
月
へ
三
月
'
四
月
'
五
月
'
六
月

国
学
院
大
学

国
語
国
文
学
　
二
二
　
二
二

名
古
屋
大
学
国
語
国
文
学
会

国
語
国
文
学
研
究
　
三
号

熊
本
大
学
法
学
部
国
語
国
文
学
研
究
室

国
語
国
文
研
究
　
第
三
八
号
'
三
九
号

北
海
道
大
学
国
文
学
会

国
語
と
教
育
　
三
号

大
阪
教
育
大
学
国
語
国
文
学
石
究
室

国
文
　
第
二
八
号
へ
　
二
九
号

お
茶
の
水
女
子
大
学
国
語
国
文
学
会

国
文
学
　
第
四
二
号
'
四
三
号

関
西
大
学
国
文
学
会

国
文
学
漢
文
学
論
叢
　
第
一
三
輯

東
京
教
育
大
学
文
学
部

国
文
学
研
究
　
第
三
号

梅
光
女
学
院
短
期
大
学
国
文
学
会

国
文
学
研
究
　
第
三
六
集
'
三
七
集

早
稲
田
大
学
国
文
学
会

国
文
学
致
　
第
四
四
号
'
四
五
号
'
四
六

号
'
四
七
号

広
島
大
学
国
語
国
文
学
会

国
文
学
論
考
　
第
四
号

都
留
文
科
大
学
国
語
国
文
学
会

国
文
鶴
見
　
第
三
号

鶴
見
女
子
大
学
日
本
文
学
会
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語
文
　
第
二
七
韓
､
二
八
輯
'
二
九
輯

日
本
大
学
国
文
学
会

語
文
　
第
二
八
輯

大
阪
大
学
文
学
部
国
文
学
研
究
室

語
文
研
究
　
第
二
四
号
'
二
五
号

九
州
大
学
国
語
国
文
学
会

駒
浜
国
文
　
第
六
号

駒
沢
大
学
国
文
学
会

白
石
子
女
子
大
学
研
究
紀
要
　
第
三
号

白
百
合
女
子
大
学

実
践
文
学
　
第
三
一
号
'
三
二
号
'
三
三

号
'
三
四
号

実
践
文
学
会

女
子
大
国
文
　
第
四
七
号
'
四
八
号
'
四
九

号
'
五
〇
号

京
都
女
子
大
学
国
文
学
会

人
文
科
学
紀
要
　
第
二
言
方

東
京
大
学
教
養
学
部
人
文
科
学
部
人
文
科

学
科
国
文
学
漢
文
学
研
究
室

人
文
研
究
　
第
一
九
巻
九
分
冊

大
阪
市
立
大
学
文
学
会

人
文
論
究
　
第
二
八
号

北
海
道
教
育
大
学
函
館
人
文
学
会

成
城
文
芸
　
第
四
八
号
'
四
九
号
へ
五
〇
号

成
城
大
学
文
芸
学
部
研
究
室

専
修
国
文
　
二
号
'
三
号

専
修
大
学
国
語
国
文
学
会

玉
藻
　
第
三
号

フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学
国
文
学
会

日
本
歌
謡
研
究
　
第
四
号
'
六
号

日
本
歌
謡
学
会

日
本
文
学
誌
要
　
第
一
八
号
､
一
九
号
'
二

〇
号法

政
大
学
国
文
学
会

日
本
文
芸
研
究
　
第
一
八
巻
四
号
'
第
一
九

巻
第
一
号
'
二
号

関
西
学
院
大
学
日
本
文
学
会

梅
花
女
子
大
学
文
学
部
紀
要
　
三
㌧
四

梅
花
女
子
大
学
文
学
部

藤
女
子
大
学
国
文
学
雑
誌
　
第
三
号

藤
女
子
大
学
文
学
部

文
学
会
論
集
　
三
五
号

甲
南
大
学
文
学
会

文
学
論
集
　
第
九
号

佐
賀
大
学
文
理
学
部

文
学
論
藻
　
第
三
七
号
'

三
八
号
'
三
九
号

東
洋
大
学
国
語
国
文
学
会

文
芸
研
究
　
第
一
八
号

明
治
大
学
文
学
部
文
芸
研
究
会

文
芸
と
思
想
　
第
三
一
号

福
岡
女
子
大
学
国
文
学
国
文
学
会

文
林
　
二
号

松
蔭
女
子
学
院
大
学
国
文
学
研
究
室

法
文
論
叢
　
第
二
二
号
'
二
三
号

I

熊
本
大
学
法
文
学
会

和
洋
国
文
研
究
　
第
六
号

和
洋
女
子
大
学
国
文
学
会

国
文
学
研
究
会
報
　
三
〇
号

国
語
国
文
学
研
究
会

高
知
女
子
国
文
　
三
㌧
四

高
知
女
子
大
学
国
語
国
文
学
会

立
教
大
学
日
本
文
学
　
二
〇
号

立
教
大
学
文
学
部
日
本
文
学
研
究
室

日
本
文
芸
学
　
第
三
号

日
本
文
芸
学
会

日
本
文
学
研
究
　
第
七
号

大
東
文
化
大
学
日
本
文
学
会

千
葉
大
学
教
育
学
部
研
究
紀
要
　
第
一
七
巻

千
葉
大
学
教
育
学
部

別
府
大
学
国
語
国
文
学
　
第
九
号

別
府
大
学
国
語
国
文
学
会

跡
見
学
園
短
期
大
学
紀
要
　
第
五
集

跡
見
学
園
短
期
大
学

東
洋
文
学
研
究
一
六
号

早
稲
田
大
学
東
洋
文
学
会

国
語
国
文
学
会
誌
　
第
一
言
可

学
習
院
大
学
国
語
国
文
研
究
室

神
戸
山
手
女
子
短
期
大
学
紀
要
一
〇

神
戸
山
手
女
子
短
期
大
学

上
智
大
学
国
文
学
論
集
一

上
智
大
学
国
文
学
会

明
治
大
学
教
養
論
集
　
四
〇
㌧
　
四
二
　
四

二
㌧
　
四
三

明
治
大
学
教
養
論
集
刊
行
会

人
文
科
学
研
究
所
年
報
　
八
号

明
治
大
学
人
文
科
学
研
究
所
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樟

蔭

国

文

学

　

第

六

号

昭
和
四
十
三
年
十
1
月
十
五
日
印
刷

昭
和
四
十
三
年
十
一
月
二
十
日
発
行

大
阪
樟
蔭
女
子
大
学

編

集

者

　

国

　

文

　

学

　

会

(
代
表
者
　
原
田
芳
起
)

大
阪
市
東
区
元
伊
勢
町
五
三
六

印
刷
所
　
共
進
社
印
刷
株
式
会
社

発
行
所

東
大
阪
市
菱
屋
西
二
五
八

大
阪
樟
蔭
女
子
大
学

国

　

文

　

学

　

会
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